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両
締
約
国
は
、
知
的
財
産
権
の
十
分
か
つ
効
果
的
な
保
護
に
妥
当
な
考
慮
を
払
う
も
の
と
し
、
一
方
の
締
約
国
の

要
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
こ
の
目
的
の
た
め
に
速
や
か
に
相
互
に
協
議
す
る
。
各
締
約
国
は
、
そ
の
協
議
の
結
果

に
基
づ
き
、
投
資
財
産
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
要
因
を
除
去
す
る
た
め
に
、
自
国
の
関
係
法
令

に
従
い
、
適
当
な
措
置
を
と
る
。

第
二
十
二
条

１

こ
の
協
定
の
い
か
な
る
規
定
も
、
３
か
ら
５
ま
で
に
規
定
す
る
条
項
を
除
く
ほ
か
、
租
税
に
係
る
課
税
措
置
に
つ

い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

２

こ
の
協
定
の
い
か
な
る
規
定
も
、
租
税
条
約
に
基
づ
く
締
約
国
の
権
利
及
び
義
務
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な

い
。
こ
の
協
定
と
当
該
租
税
条
約
と
が
抵
触
す
る
場
合
に
は
、
抵
触
す
る
限
り
に
お
い
て
、
当
該
租
税
条
約
が
優
先

す
る
。

３

第
一
条
、
第
五
条
、
第
六
条
、
第
八
条
及
び
第
十
二
条
の
規
定
は
、租
税
に
係
る
課
税
措
置
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

４

第
十
六
条
及
び
第
十
七
条
の
規
定
は
、
３
の
規
定
が
対
象
と
す
る
限
り
に
お
い
て
、
租
税
に
係
る
課
税
措
置
に
関

す
る
紛
争
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

５
⒜

租
税
に
係
る
課
税
措
置
が
収
用
に
当
た
ら
な
い
こ
と
が
⒝
の
規
定
に
従
っ
て
決
定
さ
れ
た
場
合
に
は
、
い
ず
れ

の
投
資
家
も
、
第
十
二
条
の
規
定
を
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
投
資
紛
争
の
付
託
の
根
拠
と
し
て
援
用
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

⒝

投
資
家
は
、
第
十
七
条
６
の
規
定
に
基
づ
く
通
報
を
行
っ
た
時
は
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
課
税
措
置
が
収
用
に

当
た
る
か
否
か
を
決
定
す
る
た
め
に
、
両
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
に
事
案
を
送
付
す
る
。
両
締
約
国
の
権
限

の
あ
る
当
局
が
当
該
事
案
を
検
討
し
な
い
場
合
又
は
検
討
し
た
が
、
送
付
を
受
け
て
か
ら
百
八
十
三
日
以
内
に
当

該
課
税
措
置
が
収
用
に
当
た
ら
な
い
こ
と
を
決
定
し
な
い
場
合
に
は
、
当
該
投
資
家
は
、
第
十
七
条
の
規
定
に
よ

り
当
該
事
案
を
仲
裁
に
付
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⒞

⒝
の
規
定
の
適
用
上
、「
権
限
の
あ
る
当
局
」
と
は
、

日
本
国
に
つ
い
て
は
、
財
務
大
臣
又
は
権
限
を
与
え
ら
れ
た
そ
の
代
理
者
を
い
う
。
財
務
大
臣
又
は
権
限
を

与
え
ら
れ
た
そ
の
代
理
者
は
、
外
務
大
臣
又
は
権
限
を
与
え
ら
れ
た
そ
の
代
理
者
と
協
議
の
上
、
事
案
を
検
討

す
る
。

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共
和
国
に
つ
い
て
は
、
財
務
大
臣
又
は
権
限
を
与
え
ら
れ
た
そ
の
代
理
者
を
い
う
。

第
二
十
三
条

１

両
締
約
国
は
、
こ
の
協
定
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
こ
と
を
任
務
と
す
る
合
同
委
員
会
（
以
下「
委
員
会
」

と
い
う
。）を
設
置
す
る
。

⒜

こ
の
協
定
の
実
施
及
び
運
用
に
つ
い
て
討
議
し
、
及
び
見
直
し
を
行
う
こ
と
。

⒝

両
締
約
国
の
投
資
家
に
と
り
良
好
な
条
件
の
整
備
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
投
資
に
関
連
す
る
そ
の

他
の
事
項
で
あ
っ
て
こ
の
協
定
に
関
係
す
る
も
の
に
つ
い
て
情
報
を
共
有
し
、
及
び
討
議
す
る
こ
と
。

２

委
員
会
は
、
必
要
に
応
じ
、
こ
の
協
定
の
機
能
を
強
化
し
、
又
は
こ
の
協
定
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
コ
ン
セ

ン
サ
ス
方
式
に
よ
る
決
定
に
よ
り
、
両
締
約
国
に
適
当
な
勧
告
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

３

委
員
会
は
、
両
締
約
国
の
代
表
者
か
ら
成
る
。
委
員
会
は
、任
務
を
遂
行
す
る
た
め
自
己
の
手
続
規
則
を
定
め
る
。

４

委
員
会
は
、
小
委
員
会
を
設
置
し
、
当
該
小
委
員
会
に
対
し
て
特
定
の
作
業
を
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
委
員

会
は
、
両
締
約
国
の
同
意
が
得
ら
れ
る
場
合
に
は
、
民
間
部
門
と
の
共
同
会
合
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

委
員
会
は
、
一
方
の
締
約
国
の
要
請
に
よ
り
、
会
合
す
る
。

第
二
十
四
条

両
締
約
国
は
、
一
方
の
締
約
国
が
健
康
、
安
全
若
し
く
は
環
境
に
関
す
る
自
国
の
措
置
の
緩
和
又
は
自
国
の
労
働
基

準
の
引
下
げ
を
通
じ
て
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
及
び
第
三
国
の
投
資
家
に
よ
る
投
資
を
奨
励
す
る
こ
と
が
適
当
で
な

い
こ
と
を
認
め
る
。
一
方
の
締
約
国
は
、
自
国
の
区
域
内
に
お
け
る
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
及
び
第
三
国
の
投
資
家

に
よ
る
投
資
財
産
の
設
立
、
取
得
又
は
拡
張
を
奨
励
す
る
手
段
と
し
て
そ
の
よ
う
な
措
置
及
び
基
準
の
適
用
の
免
除
そ

の
他
の
逸
脱
措
置
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
。

第
二
十
五
条

１

一
方
の
締
約
国
は
、
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
で
あ
っ
て
当
該
他
方
の
締
約
国
の
企
業
で
あ
る
も
の
が
第
三
国
の

投
資
家
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
、
又
は
支
配
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
次
の
い
ず
れ
か
の
場
合
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当

該
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
及
び
そ
の
投
資
財
産
に
対
し
、
こ
の
協
定
に
よ
る
利
益
を
否
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⒜

当
該
一
方
の
締
約
国
が
当
該
第
三
国
と
外
交
関
係
を
有
し
て
い
な
い
場
合

⒝

当
該
第
三
国
に
関
す
る
措
置
で
あ
っ
て
、
当
該
他
方
の
締
約
国
の
企
業
と
の
取
引
を
禁
止
す
る
も
の
又
は
当
該

他
方
の
締
約
国
の
企
業
若
し
く
は
そ
の
投
資
財
産
に
対
し
て
こ
の
協
定
に
よ
る
利
益
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
当
該

措
置
に
違
反
し
、
若
し
く
は
当
該
措
置
を
阻
害
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
を
当
該
一
方
の
締
約
国
が
採
用
し
、
又
は

維
持
す
る
場
合

２

一
方
の
締
約
国
は
、
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
で
あ
っ
て
当
該
他
方
の
締
約
国
の
企
業
で
あ
る
も
の
が
第
三
国
の

投
資
家
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
、
又
は
支
配
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
他
方
の
締
約
国
の
企
業
が
当
該
他
方
の
締
約

国
の
区
域
内
に
お
い
て
実
質
的
な
事
業
活
動
を
行
っ
て
い
な
い
と
き
は
、
事
前
の
通
報
及
び
協
議
を
行
う
こ
と
を
条

件
と
し
て
、
当
該
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
及
び
そ
の
投
資
財
産
に
対
し
、
こ
の
協
定
に
よ
る
利
益
を
否
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

３

こ
の
条
の
規
定
の
適
用
上
、

⒜

企
業
が
投
資
家
に
よ
っ
て
「
所
有
」
さ
れ
る
と
は
、
当
該
投
資
家
が
当
該
企
業
の
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る

持
分
を
所
有
す
る
場
合
を
い
う
。

⒝

企
業
が
投
資
家
に
よ
っ
て
「
支
配
」
さ
れ
る
と
は
、
当
該
投
資
家
が
当
該
企
業
の
役
員
の
過
半
数
を
指
名
し
、

又
は
当
該
企
業
の
活
動
に
つ
き
法
的
に
指
示
す
る
権
限
を
有
す
る
場
合
を
い
う
。

第
二
十
六
条

１

各
締
約
国
は
、
他
方
の
締
約
国
に
対
し
、
外
交
上
の
経
路
を
通
じ
て
、
こ
の
協
定
の
効
力
発
生
の
た
め
に
必
要
と

さ
れ
る
国
内
手
続
が
完
了
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
通
告
を
行
う
。
こ
の
協
定
は
、
遅
い
方
の
通
告
が
受
領
さ
れ
た
日

の
後
三
十
日
目
の
日
に
効
力
を
生
ず
る
。
こ
の
協
定
は
、
こ
の
協
定
の
効
力
発
生
の
後
十
年
の
期
間
効
力
を
有
す
る

も
の
と
し
、
そ
の
後
は
、
２
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
終
了
す
る
時
ま
で
自
動
的
に
効
力
を
存
続
す
る
。

２

い
ず
れ
の
一
方
の
締
約
国
も
、
一
年
前
に
他
方
の
締
約
国
に
対
し
て
外
交
上
の
経
路
を
通
じ
て
書
面
に
よ
る
通
告

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
最
初
の
十
年
の
期
間
の
終
わ
り
に
、
又
は
そ
の
後
い
つ
で
も
、
こ
の
協
定
を
終
了
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。

３

こ
の
協
定
は
、
こ
の
協
定
の
効
力
発
生
の
後
い
つ
で
も
、
両
締
約
国
の
合
意
に
よ
り
改
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

こ
の
協
定
は
、
一
方
の
締
約
国
の
投
資
家
の
投
資
財
産
で
あ
っ
て
、
こ
の
協
定
の
効
力
発
生
の
前
に
他
方
の
締
約

国
の
区
域
内
に
お
い
て
当
該
他
方
の
締
約
国
の
関
係
法
令
に
従
っ
て
取
得
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
も
適
用
す
る
。

５

こ
の
協
定
の
終
了
の
日
の
前
に
取
得
さ
れ
た
投
資
財
産
に
関
し
て
は
、
こ
の
協
定
の
規
定
は
、
こ
の
協
定
の
終
了

の
日
か
ら
更
に
十
年
の
期
間
引
き
続
き
効
力
を
有
す
る
。

６

こ
の
協
定
は
、
こ
の
協
定
の
効
力
発
生
の
前
に
生
じ
た
事
態
に
起
因
す
る
請
求
又
は
こ
の
協
定
の
効
力
発
生
の
前

に
既
に
解
決
さ
れ
て
い
る
請
求
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

以
上
の
証
拠
と
し
て
、
下
名
は
、
正
当
に
委
任
を
受
け
て
こ
の
協
定
に
署
名
し
た
。

二
千
十
四
年
十
月
二
十
三
日
に
ア
ス
タ
ナ
で
、
英
語
に
よ
り
本
書
二
通
を
作
成
し
た
。

日
本
国
の
た
め
に

蒲
原
正
義

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共
和
国
の
た
め
に

Ａ
・
イ
セ
ク

外
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

菅

義
偉

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎
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